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向
田
議
員―

コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付

を
受
け
て
い
た
方
々
が
、
こ
れ

か
ら
返
済
の
時
期
を
迎
え
る
。

物
価
高
騰
の
今
、
困
窮
者
の
生

活
実
態
を
考
慮
し
た
猶
予
や

免
除
な
ど
の
拡
充
が
必
要
で

は
な
い
か
。 

 

中
村
健
康
福
祉
部
長―

世

帯
主
の
住
民
税
非
課
税
相
当

の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
申
請

に
よ
り
返
還
免
除
さ
れ
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
度
、
失
業
や
療
養

中
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た

す
利
用
者
に
対
し
て
は
、
返
還

を
さ
ら
に
１
年
間
猶
予
す
る

制
度
の
拡
充
も
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。（「
向
田
さ
と
し

の
議
会
だ
よ
り
」
よ
り
） 

 

川
西
議
員―

政
府
は
イ
ン

フ
ラ
や
施
設
の
点
検
を
実
施

し
、
災
害
カ
所
の
指
定
と
公
表

を
行
っ
た
が
、
奥
出
雲
町
の
避

難
経
路
等
を
含
む
新
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
町
民
へ
の

周
知
徹
底
の
進
捗
状
況
は
。 

 

糸
原
町
長―

行
政
は
、
避
難

行
動
を
町
民
が
起
こ
す
ス
イ

ッ
チ
で
あ
る
情
報
を
提
供
し

て
避
難
場
所
を
設
置
し
て
き

た
。
配
布
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を

確
認
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
町
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
は
、
県
の

見
直
し
が
令
和
７
年
に
公
表

さ
れ
た
後
に
提
供
す
る
。（「
奥

出
雲
町
民
報
」
よ
り
） 

 

有
福
温
泉
地
区
街
な
み
環

境
整
備
事
業
は
、
生
活
環
境
施

設
整
備
を
中
心
に
行
う
も
の

で
、
市
の
都
市
計
画
課
は
３
月

中
に
方
針
を
示
し
、
２
０
２
３

年
度
に
具
体
的
な
計
画
を
策

定
し
、
２
４
年
度
に
事
業
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

説
明
会
で
は
、
す
で
に
２
回

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
歴
史
資
源
で
あ
る
本
明

山
・
湯
町
、
有
福
温
泉
の
大
イ

チ
ョ
ウ
と
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
視
点
が
議
論
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
公
衆
ト
イ
レ
設
置
・
狭

隘
道
路
改
修
・
照
明
灯
の
設
置

な
ど
に
加
え
、
湯
谷
川
の
豪
雨

災
害
対
策
が
要
望
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（「
ご

う
つ
民
報
」
よ
り
） 

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
、

食
料
飢
饉
（
き
き
ん
）
そ
し

て
貧
困…

。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
が
深
部
で
相
互
に
関
連
し

て
い
る
」
と
切
り
出
し
、
地

球
温
暖
化
や
原
発
の
問
題
に

つ
い
て
解
明
し
ま
し
た
。 

続
い
て
高
野
氏
は
、
岸
田

政
権
が
進
め
る
「
憲
法
破
壊

の
危
機
」「
軍
事
費
膨
張
・
生

活
破
綻
の
危
機
」
に
つ
い
て

言
及
し
、「
今
は
戦
争
前
夜
、

平
和
を
望
む
の
な
ら
岸
田
政

権
は
も
ち
ろ
ん
自
民
党
政
治

と
お
さ
ら
ば
し
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

本
を
読
ん
だ
と
い
う
女
性

は
「
ま
さ
に
目
か
ら
鱗
で
し

た
。
わ
が
国
の
戦
後
か
ら
現

在
へ
国
民
に
知
ら
れ
ざ
る
金

権
政
治
に
歴
代
の
首
相
・
閣

僚
が
関
与
し
て
い
た
と
わ
か

り
、
怒
り
心
頭
で
す
」
と
感

想
を
語
り
ま
し
た
。 

講
演
の
後
、
定
期
総
会
を

開
き
、
今
後
の
活
動
方
針
を

確
認
す
る
と
と
も
に
新
し
い

世
話
人
を
選
出
し
ま
し
た
。 

国
会
２
週
間
。
敵
基
地
攻

撃
の
大
転
換
に
つ
い
て
岸

田
首
相
は
、「
（
安
倍
政
権
が

強
行
し
た
）
自
衛
権
行
使
の

新
３
要
件
に
基
づ
い
て
判

断
す
る
」
「
手
の
内
を
見
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
答
え

は
差
し
控
え
る
」
と
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
追
及
が
「
米
軍

と
一
体
の
先
制
攻
撃
で
は

な
い
か
」
「
反
撃
さ
れ
日
本

が
焦
土
と
化
す
で
は
な
い

か
」
に
及
ぶ
と
、
一
転
、
声

は
気
色
ば
み
、
「
米
軍
と
自

衛
隊
は
お
の
お
の
独
立
し

た
指
揮
系
統
」
だ
と
か
「
米

国
と
は
い
え
国
際
法
の
も

と
に
あ
る
」
な
ど
と
“
現
実

離
れ
”
し
た
答
弁
で
必
死
の

弁
明
で
す
。 

中
国
本
土
ま
で
届
く
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
爆
買
い

し
、
米
軍
と
一
体
に
自
衛
隊

が
攻
撃
す
る
態
勢
を
急
増

強
し
な
が
ら
、
「
専
守
防
衛

は
変
わ
ら
な
い
」
と
言
い
張

っ
て
誤
魔
化
そ
う
と
す
る

岸
田
政
権
は
あ
ま
り
に
も

浅
は
か
と
い
う
べ
き
で
す
。

議
場
の
自
民
党
や
維
新
の

議
員
た
ち
か
ら
は
、
「
先
制

攻
撃
な
ん
て
言
っ
て
な
い

だ
ろ
う
」
「
日
本
が
攻
撃
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」

な
ど
と
口
汚
い
ヤ
ジ
と
怒

号
。 や

っ
ぱ
り
そ
こ
が
一
番

痛
い
の
で
す
。 

年
末
の
安
保
３
文
書
の

「
平
和
、
い
の
ち
、
く
ら

し
を
壊
す
戦
争
準
備
の
大
軍

拡
・
大
増
税
Ｎ
Ｏ
！
連
絡
会
」

が
呼
び
か
け
た
全
国
い
っ
せ

い
の
大
宣
伝
行
動
に
呼
応

し
、
松
江
市
で
は
９
日
、
日

本
共
産
党
の
上
代
善
雄
県
委

員
長
、
尾
村
と
し
な
り
県
議
、

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員
長
、

舟
木
健
治
、
橘
ふ
み
両
市
議

が
宣
伝
し
ま
し
た
。 

上
代
県
委
員
長
は
、
岸
田

政
権
が
す
す
め
る
大
軍
拡
に

つ
い
て
「
米
軍
と
融
合
す
る

ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
自
衛
隊
が

組
み
込
ま
れ
、
米
軍
指
揮
下

で
自
動
的
に
日
本
が
違
法
な

戦
争
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
訴
え
、
い
ま
政
治
に

必
要
な
こ
と
は
、
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
外
交
に
知

恵
と
力
を
尽
く
す
こ
と
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
政
府
の
２

０
２
３
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
（
約
１
１
４
兆
円
）
の

う
ち
、
軍
事
費
が
前
年
度
比

で
２
倍
に
も
及
ん
で
い
る
こ

と
を
紹
介
。
「
軍
事
費
よ
り

も
、
暮
ら
し
、
中
小
企
業
対

策
、
農
業
、
教
育
に
こ
そ
税

金
を
使
う
べ
き
だ
」
と
力
を

込
め
、
「
『
戦
争
の
準
備
よ
り

平
和
の
準
備
を
』
の
声
を
一

緒
に
上
げ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。（
写
真
） 

「
沖
縄
と
連
帯
す
る
島
根

の
会
」（
高
野
孝
治
代
表
）
は

１
１
日
、
松
江
市
内
で
「
講

演
と
総
会
」
を
開
き
、
約
９

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
写

真
） 弁

護
士
で
も
あ
る
高
野
代

表
が
、
昨
年
１
１
月
に
出
版

し
た
「
美
し
い
国 

ｎ
ｉ
ｐ

ｐ
ｏ
ｎ
！
？
」（
か
も
が
わ
出

版
）
に
つ
い
て
「
危
機
と
未

来
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。 

高
野
氏
は
冒
頭
、「
軍
事
費

の
膨
張
、
原
発
の
再
稼
働
、

閣
議
決
定
を
受
け
、
さ
っ
そ

く
米
国
軍
事
シ
ン
ク
タ
ン

ク
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ 

戦
略
国
際

問
題
研
究
所)

が
米
中
戦
争

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

発
表
し
ま
し
た
。
在
日
米
軍

基
地
は
当
然
中
国
軍
に
よ

る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
対
象

に
な
り
、
最
終
的
に
は
米
・

台
湾
・
日
の
「
同
盟
軍
」
が

勝
利
す
る
が
米
軍
の
犠
牲

者
は
一
万
人
に
達
し
約
３

２
０
０
人
が
戦
死
す
る
、
機

体
の
残
骸
が
大
量
に
横
た

わ
り
、
新
た
な
墓
地
が
広
が

る
と
い
う
の
で
す
（
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
１
月
１
２
日
、
日
曜

版
２
月
５
日
号
）。 

戦
争
に
勝
者
は
な
く
、
戦

争
は
政
治
の
敗
北
に
他
な

り
ま
せ
ん
。 （

２
月
６
日
記
） 
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